
J O C S 祈りの花束 2020年 9月 

今月のことば：わたしたちの心を燃え立たせてくださるようにと、昼も夜も心から主に請い願わなければなりません。（オリゲネス 三世紀） 

SUN MON TUE WED  THU FRI SAT 
 

 

 

 1 

自然災害などにおける 

医療保健対策の充実の
ため（本日、防災の日） 

2 

新型コロナウイルス
によって困難な状況
におかれている
方々、そして対応に
関わるすべての保健
医療従事者のため 

3 

岩本直美さんのため
（バングラデシュ） 

4 

新しいワーカーが 

与えられるように 

5 

夏期募金のため 

 6  

雨宮春子さんのため 

（タンザニア・帰国中） 

7 

ラルシュ・マイメンシン
（バングラデシュ・岩本 

ワーカー派遣先）のため
（本日、創立記念日） 

8 

すべての人に読み書きを
学ぶ機会が与えられ、そ
れによって人々の健康が
守られ育まれるように（本
日、国際識字デー＊１） 

9 

JOCSの会員のため
（特に群馬県の会員
のため。34名） 

10 

シロアムプロジェクト
（協働プロジェクト）の
ため（ケニア） 

11 

理事会のため 

（明日、定例理事会
を開催） 

12 

仙台 JOCSのため 

 13  

保健と医療に関する法律
がどこでも整備され、心身
の健康が公平に守られ育
まれるように（本日、世界
の法の日＊２） 

14 

JOCSの奨学生のため
（特にインドネシアの奨学
生のため。現在 7名） 

15 

オゾン層の破壊によって
健康な生活が脅かされて
いる人々のため。保護に
取り組む諸活動のため
（明日、国際オゾン層 

保護デー＊３） 

16 

町田 JOCSのため 

17 

ママ・ナ・ムトトプロジ
ェクト（協働プロジェク
ト）のため 

（タンザニア） 

18 

会員・支援者の増強
のため 

19 

JOCSに協力するボラン
ティアの方々のため 

（自宅待機中） 

 20  

紛争や暴力の中で心身を
病んでいる人々のため
（明日、世界停戦と非暴力
の日＊４） 

 21  

JOCSを支えてきてくださ
った高齢の会員の方々
のため（本日、敬老の日） 

 22  

バングラデシュの教会の
ため 

23 

シナルカシ病院 

（インドネシア）の 

ため（奨学生所属病
院・感染症対策への
緊急支援先） 

24 

事務局スタッフの 

ため 

25 

勉強会 「国際協力と
プロジェクトマネジメ
ント」のため（明日、
オンラインで開催） 

26 

武器使用によって健康を
害されている人々のた
め。JOCSの働きが平和
構築に寄与するため（本
日、核兵器の全面的廃絶
のための国際デー＊５） 

 27  

京都 JOCSのため。本日
開催されるチャリティーコ
ンサートのため 

28 

オンライン報告会の普及

のため 

29  

会報誌「みんなで生きる」
のため 

30 

バングラデシュの 

治安のため 

                                                 

＊１：International Literacy Day  

＊２：World Law Day 

＊３：International Day for the Preservation of the Ozone Layer 

＊４：Day of Global Ceasefire and Non-violence 

＊５：International Day for the Total Elimination of Nuclear Weapons 

 

 
 



みことばの黙想      2020 年 9 月 
 
これらの短いみことばは、フランスにある超

教派男子修道共同体テゼの昼の祈りから取ら

れたものです。 
より深くみことばを味わいたい方は、出典箇

所を参照して文脈のなかでみことばを黙想な

さってください。 
聖書本文は、原則として『聖書 新共同訳』

日本聖書協会発行をもとにしています。 
 
 

 
1 日（火）       マタイ 12:46-50 
イエスは言われた。「だれでも、わたしの天

の父の御心を行う人が、わたしの兄弟、姉妹、

また母である。」 
 

2 日（水）       イザヤ 63:7-14 
わたしは心に留める、主の慈しみと、主がわ

たしたちに賜ったすべての恵み、憐れみと豊

かな慈しみを。 
 

3 日（木）        ガラテヤ 2:15-21 
パウロは記す。「わたしが今、肉において生

きているのは、わたしを愛し、わたしのため

に身を献げられた神の子に対する信仰による

ものです。」 
 

4 日（金）        ローマ 6:3-11 
パウロは記す。「わたしたちは、洗礼によっ

てキリストと共に葬られました。それは、キ

リストが御父の栄光によって死者の中から復

活させられたように、わたしたちも新しい命

に生きるためです。」 
 

5 日（土）      バルク 4:36-37 
主はその民に言われる。「東の方に目を向け、

神から来る喜びを見なさい。」 

6 日（日）       マタイ 18:15-20 
イエスは言われた。「二人または三人がわた

しの名によって集まるところには、わたしも

その中にいる。」 

7 日（月）        １ペトロ 2:4-10 
主のもとに来なさい。主は、人々からは見捨

てられたのですが、神にとっては選ばれた、

尊い、生きた石なのです。

 
 

8 日（火）          ルカ 1:39-56 
マリアは言った。「主の御名は尊く、その憐

れみは代々に限りなく、主を畏れる者に及び

ます。」 
 

9 日（水）        申命記 6:4-9 
モーセは人々に言った。「我らの神、主は唯

一の主である。あなたは心を尽くし、魂を尽

くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛し

なさい。」 
 

10 日（木）      エフェソ 3:14-19 
どうか、御父が、信仰によってあなたがたの

心の内にキリストを住まわせ、あなたがたを

愛に根ざし、愛にしっかりと立つ者としてく

ださるように。また、人の知識をはるかに超

えるこの愛を知るようになり、神の満ちあふ

れる豊かさのすべてにあずかり、それによっ

て満たされるように。 
 

11 日（金）    １コリント 13:8-13 
パウロは記す。「信仰と、希望と、愛、この

三つは、いつまでも残る。その中で最も大い

なるものは、愛である。」 
 

12 日（土）     １ヨハネ 4:16-21 
神を愛する人は、兄弟姉妹をも愛すべきです。

これが、キリストから受けた掟（おきて）です。 
 

13 日（日）       マタイ 18:21-35 
イエスのたとえ話しの中で、主君は家来に言った。

「お前が頼んだから、借金を全部帳消しにしてや

ったのだ。わたしがお前を憐れんでやったように、

お前も自分の仲間を憐れんでやるべきではなか

ったか。」 

14 日（月）     ヘブライ 13:1-8 
わたしたちは、はばからずこのように言うこ

とができます。「主はわたしの助け手。わた

しは恐れない。」イエス・キリストは、きの

うも今日も、また永遠に変わることのない方

です。 

15 日（火）          ミカ 6:1-8 
主は言われる。「わが民よ、わたしはあなた

に何をしたというのか。何をもってあなたを

疲れさせたのか。わたしに答えよ。わたしは

あなたを奴隷の家から贖（あがな）った。主

の恵みの御業（みわざ）を思い起こしなさい。」

 

16 日（水）      ヨハネ 6:27-29 
人々はイエスに尋ねた。「神の業（わざ）を

行うためには、何をしたらよいでしょうか」

イエスは答えて言われた。「神がお遣わしに

なった者を信じること、それが神の業である。」 

17 日（木）       イザヤ 40:1-5 
わたしの民を慰めよとあなたたちの神は言わ

れる。彼らを慰め、彼らの心に語りかけよと。 
 

18 日（金）        ミカ 7:18-20 
あなたのような神がほかにあろうか。罪を赦

される神。慈しみを喜ばれる神。 
 

19 日（土）       ルカ 10:25-37 
心を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思

いを尽くして、あなたの神である主を愛しな

さい。また、隣人を自分のように愛しなさい。 
 

20 日（日）     イザヤ 55:6-11 
神に立ち帰るならば、豊かに赦してくださる。

主は言われる。「わたしの思いは、あなたた

ちの思いと異なり、わたしの道はあなたたち

の道と異なる。」 
 

21 日（月）       マタイ 9:10-13 
† 福音記者使徒聖マタイ日 
イエスは言われた。「『わたしが求めるのは

憐れみであって、いけにえではない』とはど

ういう意味か、行って学びなさい。わたしが

来たのは、正しい人を招くためではなく、罪

人を招くためである。」 
 

22 日（火）       ローマ 8:18-25 
被造物は希望を持っています。いつか滅びへ

の隷属から解放されて、神の子供たちの栄光

に輝く自由にあずかれるからです。 

23 日（水）       ネヘミヤ 8:8-12 
悲しんだり、嘆いたりしてはならない。主を

喜び祝うことこそ、あなたたちの力の源。 
 

24 日（木）       エフェソ 4:1-13 
キリストは、低い所、地上に降りておられま

した。この降りて来られた方が、すべてのも

のを満たすために、もろもろの天よりも更に

高く昇られたのです。 
 

25 日（金）      ガラテヤ 6:11-18 
パウロは記す。「わたしには、わたしたちの

主イエス・キリストの十字架のほかに、誇る

ものが決してあってはなりません。」 
 

26 日（土）       イザヤ 61:1-3 
主はわたしを遣わす。貧しい人に良い知らせ

を伝えさせるために、打ち砕かれた心を包み、

捕らわれ人には自由を告知させるために。 
 

27 日（日）       マタイ 21:28-31 
イエスは言われた。「ある人に息子が二人い

たが、彼は兄のところへ行き、言った。『子

よ、今日、ぶどう園へ行って働きなさい。』

兄は『いやです』と答えたが、後で考え直し

て出かけた。弟のところへも行って、同じこ

とを言うと、弟は『お父さん、承知しました』

と答えたが、出かけなかった。この二人のう

ち、どちらが父親の望みどおりにしたか。」 
 

28 日（月）       イザヤ 40:25-31 
神は疲れた者、勢いを失っている者に力を与

えられる。 
 

29 日（火）    出エジプト 16:1-18 
荒れ野で人々は、神から与えられたマナを集

めた。升（ます）で量ってみると、多く集め

た者も余ることなく、少なく集めた者も足り

ないことなく、それぞれが必要な分を集めた。 
 

30 日（水）       詩編 119:33-40 
主よ、不当な利益にではなく、あなたの定め

に心を傾けるようにしてください。あなたの

道に従って命を得ることができますように。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




